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船坂まちづくり ２０５０年の船坂を目指して！ 

 ２月２１日（日）午前、船坂公会堂にて『第４回船坂まちづくり会議』が参加者約２０名で開催されました。 

 その内容は大きく分けて３つあり、一つ目は進行しているアクションプランの進捗状況について、状況の確

認や今後の進め方についてのお話、二つ目は、アクションプランの一つである「空き家・空き地プロジェクト」

で現在整理されている空き家・空き地の地図から、参加者が新たに情報を出し合いました。 

 三つ目は、「船坂まちづくり基本構想（素案）」について、“２０５０年にも船坂が船坂であるように”とい

う「船坂の維持」がまちづくりの目標であることや、住民主体のまちづくりを実行することについてなどの説

明がありました。   

 そのなかで、船坂の将来像である船坂ビジョンのキャッチ

フレーズをなににするか、前もって事務局で出された３案を

元に意見を出し合いました。「都会に近い」や「ときがゆっ

くり流れる」というのが船坂の特徴、「農」は農業にしばら

れるのはどうか、景色や水といった「自然」が船坂を表して

いるのではないか、などといった意見が出ており、キャッチ

フレーズについてはまた今後決定することとなりました。 

 これからの予定としては３月に地域住民へのアンケート

を行い、４月に基本構想が策定となるようです。より多くの

人がまちづくりに関われるよう、進めていけたらいいですね。           

（西口かおり） 

 

管理人・当番・草刈・補修ボランティア説明会 ３月１９日(土)に開催 

  

 ３月１９日(土)午前９時３０分から、４月１日からはじまる船坂里山学校の指定管理に向けてのボランティ

ア説明会が開催され、管理人・当番・草刈・補修さんたちの業務について説明が行われます。 

 ４月からは、月曜定休以外は毎日開館となり、管理人と当番さんが 9:00から 21:30まで配置されることとな

ります。学校の使用料も原則有料となり、受付で使用料を支払って使うこととなります。 

 今後とも、地域のシンボルである船坂里山学校を大切に守っていき、大いに活用していきたいものですね。       

                                       (管理運営委員会) 
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小橋さん(100 歳)と一緒に食事会をしませんか  
 3 月 27 日（日）の船坂ランチでは、今年 100 歳（数え年）をむかえられた、
小橋さんのお祝い会をささやかですがさせて頂きたいと思っています。 
 お元気で 100歳になられた小橋さんと一緒に食事会をしませんか？ 
 当日はスタッフ一同でいつものランチに一工夫を加えて皆様のお越しをお待
ちしています。              (県民交流広場ランチグループ ) 

  今年の味噌づくり講習会も大盛況でした  
 昨年、好評だった味噌作り講習会を今年は ２月１１日（祝）と２月２１日（日）の２回、開催しました。
 １回目は、地元の方々がたくさん参加して頂き、ワイワイ和やかに行われました。じっくり煮た大豆をマッ
シャーで潰し、地元の米麹と国産塩を混ぜ合わせ仕込みました。さすがベテラン揃い！すごくスムーズでアッ
と言う間に完成でした。
２回目は、地域外の方や家族連れの方が多く、小さい
子供さんが粘土遊びの様に感触を楽しみながら小さな
指を動かして作っていました。
 三世代で参加されたリピーターの方は、船坂新聞を
チェックして心待ちにしてしておられたと、帰りには
次回３月５日のこんにゃく作りの参加も申し込んで帰
られました。
 手前味噌が美味しく熟成するまで、楽しみにお待ち
下さいね。              古藪優子                       
                         fi
 
 
 
 
 

かき餅焼き体験とこんにゃく作り体験 
 かき餅焼きの１日目は、お餅をついて切って干すという体験をしま
した。つきたてのお餅を食べてお腹がはちきれそうになったり、初め
てお餅を切る道具を使ったり、とても楽しかったです。２日目は干し
たお餅を火鉢で焼いて食べました。できあがったおかきを見てなんだ
か感動してしまいました。老人クラブの人とお話をしながら焼いて食
べて、とても穏やかなひととき。麹の甘酒も出してもらって、優しい
甘みがさらに心をほぐしてくれました！
 そして、３月５日にはこんにゃく作り体験。こんにゃくを作ったこ
となんてなかったので、知らないことばっかりで本当に勉強になりま
した！そして、刺身こんにゃくがおいしくてたまりませんでした。い
つものこんにゃくと全然違ってやっぱり手作りはいいなぁとしみじ
み思いました。
 次は何の体験会をしてくれるのかとても楽しみです。fl岡本麻衣子

 

西宮国際交流デーで 
船坂ジャムが大好評 

 
 
 
 
 
 
 
 ２月６日(土)に開催された西宮
国際交流デーで船坂手作りジャム
を販売しました。今年も手作りジャ
ムは大好評で、100 瓶近く売り切り
ました。(県民交流広場加工品グループ)  



 

 

 

船坂住民数珠つなぎ 亥角洋子さん 

 今回は、７班の亥角洋子さんから話をお聞きしました。船坂里山学校の管理当番では、持ち前の明るい笑顔

で私なんかもよく声をかけていただいてます（*^_^*） 

―亥角さんは船坂出身ですけど、当時の船坂小学校ってどんな学校だったんで

しょう？ 

亥）確か今のプールのある所に幼稚園が併設されてましたよ。幼稚園の思い出

は幼すぎてあまり残ってませんが、小学校の思い出はたくさんあります。当時

は体育館も上の校舎もなくランチルームの棟だけで、それももう少し大きかっ

たように思います。 

―ランチルームだけでほとんどの学校生活が行われてたんですね。 

亥）昔は学芸会と言ってましたが、そういう催しがある時は、教室の間仕切りの板戸を外して、木のイスを土

台にしてその上に間仕切り板を敷いて、舞台にして使ってました。学芸会は学年ごとに芝居やダンスをするん

ですが、家で手作りしてもらった白い衣装を着て同級生と２人でダンスしたことを

よく覚えてます。そんな催しがあると、自分の子供や孫が小学校に通ってる通って

いないにかかわらず、船坂の人たちはみんな見に来て楽しんでました。小学校が生

活にすごく密着してたんでしょうね。(※学芸会の写真。右の女の子が亥角洋子さん) 

―中学・高校はどんな学生生活を？ 

亥）山口中学までは徒歩でしたから、帰りの金仙寺までの登り道がしんどかったですねぇ（笑）。途中、金仙

寺の前中さんところで休憩して、よく井戸水を飲ませてもらいました。高校は大阪の女学校だったので宝塚ま

でバス、宝塚からは阪急電車で通学してました。遊びたい盛りで、当時土曜日は半日授業でしたから、家から

着替えの私服を持って出て、学校が終わると友達の家で着替えさせてもらって梅田に行き、うたごえ喫茶の「こ

だま」で皆で歌ったり、喫茶店の「田園」でおしゃべりに花を咲かせていました。その頃が一番楽しい年頃で

したねぇ。でもバスの最終が早いので、夕方に「もう帰らな最終に間にあわへん」と言ったら、友達がみんな

「まだ明るいのに何いうてんの？」みたいな不思議そうな顔をしてました。それからは皆に「山猿さん、はよ

帰りよ」と言われてましたね(苦笑)。 

―今も昔も、「船坂あるある」は変わりませんね（笑）。今はどんなお暮らしですか？ 

亥）子どももそれぞれ独立して、仕事も退職した後、体調を崩したりもしましたが、今は本当に自由に生活し

てます。趣味のトールペイント（ヨーロッパの伝統的装飾技法を土台にあらゆる素材に絵を描く）、ヨガ、グ

ラウンドゴルフを楽しんだり、好きな旅行を老人クラブの集まりや友人と行ったりして老後を楽しんでます。

働いてる間は地元と関われませんでしたが、今は管理当番や老人クラブなんかで、みんなと一緒にワイワイ出

来るのがほんと楽しいです。でも一年一年老いていくので、健康で今の現状を維持していけたらいいんですけ

どね。１年でも長生きして孫の将来が見たいです（笑）。                  （インタビュアー 中西 学） 



 
 

★船坂の文化・スポーツ・交流活動★ 
 

[バレーボール]水 19:30  [テニス]水 10:00 土日 9:00 
[グラウンドゴルフ]水金 (7-9 月) 9:30 (その他月) 13:30 

[野球]月 2-3 回      [ゴルフ]年 3-4 回 
[ヨガ]月 10:00 火 19:30 [カラオケ]第 4土 
[陶芸]第 2・4火      [趣味作品]常設展 

[県民交流広場]カフェ(第 1・3日)そば(第 2日)、ランチ(第 4日) 
       船坂工房 

 

 編集者のつぶやき編集者のつぶやき編集者のつぶやき編集者のつぶやき

少し前に会社の職場の人が六甲山の帰り

に船坂小学校に寄ったようで、竹やぶ方面

に帰りのあいさつの看板が立てられてい

るのに対して「なんで山の中へ帰るの？」

と言われました。「私もそっち方面に帰っ

てたんですよ～」と答えましたが、竹やぶ

を抜けた先を知らない人にとっては不思

議な通学路なんだなぁと、新たに気づきが

ありました。(西口かおり) 

春近し。3 月といえば卒業シーズンです

ね。実は私もこの 3 月 4 日に長年勤めた

職場を卒業しました。 

在職中は皆さんに大変お世話になりまし

た。たくさんの方々とお知り合いになれ

たことが私の財産になっています。 

特に地域の方には大変お世話になり紙面

をお借りしてお礼を申し上げます。 

今後は元気で年齢に関わらす新しいこと

に挑戦出来ればと思っています。 

            (黒木富美子) 

 

 

 

善照学園 お便り・発信・マンスリー 

  

 昨年度より始まりました小規模グループケア『なでしこ』は、現在

小学生女子 7名で生活しています。 

 なでしこにて食事や入浴も済ませたり、一人一部屋が確保されてい

るので、毎日元気いっぱいの大家族のような日々を過ごしています。

子ども達が食事の準備や食器洗いのお手伝いもしてくれているので

すが、はじめは不慣れな様子だった食器洗いも、最近ではプロ並みの

慣れた手つきで洗ってくれたりと、色々な面で成長を感じられること

が多くなりました。 

 これからも、より家庭的な支援を目指しながら、なでしこの子ども

達と共に職員も成長していきたいと思っています。  (善照学園) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

calender(3/12-4/10) 
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